ペットボトル顕微鏡を作ろう

人類は，顕微鏡と出会うことで，ミクロの世界の現象を解き明かしてきました。肉眼では決してみわけることができない細菌。ものが腐敗するときに，この細菌が増殖していることを知ったり，除菌が成功すると，もののみごとに細菌が死滅してしまうことも目でみて確認ができるようになりました。
さて，大きなビー玉と，中ぐらいの大きさのビー玉と，小さなビー玉，そしてビーズのように小さなガラス玉を1個ずつ準備しました。どれを使ったときが，一番，大きく拡大されるのでしょうか？
小さな子ども達は，大きなビー玉でみると，きっと大きく拡大しているのではないかと予想します。でも現実は逆に，小さなビー玉ほど大きく拡大されます。
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大中小の3個のビー玉では，小のビー玉が一番大きく拡大されるのが体験できます。ですから子ども達は，きっと小さなビーズのようなガラス玉だと，すごく大きく拡大するのでは予想しはじめます。このように，子ども達にどんな結果が起こるかを科学的な根拠をもとに予想させることは，とても大切です。根拠もなく予想させるのはかわいそうです。必ず何等かの確信がもてる根拠を与え，それをもとに科学的に推論させ，予想を立てることが大事です。
材料：ペットボトルのキャップとボトル，直径2㎜のガラスビーズ，
千枚通し，タマねぎなどの試料。
[image: C:\Users\umekonbu\Pictures\2008_11_13\IMG_0136.JPG]　[image: garasubi-zu.jpg]　　
工作：ペットボトルのキャップの内側をみます。キャップの底が平面であればよいが，もしでっぱりなどがあればカッターナイフでとります。その後，キャップの中央に，ビーズ玉がちょうどはまるような穴を開け，この穴にキャップの内側からビーズ玉を押し込みセットします。次に，ペットボトルの口に，セロハンテープを貼り，これを観察したい試料を置く試料台とします。最後に，ペットボトルにレンズ付きキャップを取り付ければ完成です。
実験：
1． 試料台に試料を乗せます。
2． レンズ付きキャップを，なるべく強く締めます。このことは，一般の顕微鏡の場合，対物レンズとプレパラートの距離を最小にするのと同じ行為です。
3． ペットボトル顕微鏡を明るい方に向け，レンズを覗きながら，キャップを緩めピントを合わせます。
4． ピントが合ったところで，試料を観察し，スケッチをとるかデジタルカメラで撮影します。
[bookmark: _GoBack]解説：球面レンズでは，曲率半径が小さいほど拡大率が大きくなります。曲率半径が大きな極限は平面です。平面ガラスでは，物体は拡大されません。つまり大きなビー玉は，曲率半径が大きく拡大率が小さかったのです。
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